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献
呈
の
こ
と
ば

浅

井

正

三

　
今
回
、
北
海
道
基
督
教
会
学
の
機
関
紙
「
基
督
教
学
」
第
十
三
号
を
、
中
川
秀
恭
先
生
の
古
稀
記
念
号
と
し
て
、
先
生
に
献
呈
す
る
運

び
と
な
っ
た
こ
と
は
、
我
々
学
会
員
一
同
の
心
か
ら
欣
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
二
十
二
年
、
中
川
先
生
が
北
海
道
大
学
宗
教
学
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
て
以
来
昭
和
四
十
七
里
離
道
さ
れ
る
ま
で
の
二
十
五
年

間
に
、
先
生
が
本
道
の
基
督
教
学
会
界
に
も
た
ら
さ
れ
た
功
績
並
び
に
育
成
さ
れ
た
人
材
の
数
々
が
、
先
生
の
存
在
の
重
さ
を
実
証
し
て

あ
ま
り
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
思
え
ば
、
去
る
昭
和
二
十
七
年
春
、
中
川
先
生
を
中
心
に
し
て
、
広
く
全
道
の
基
督
教
会
関
係
者
、
及
び
学
校
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
キ
リ

ス
ト
者
に
呼
び
か
け
、
基
督
教
学
会
を
結
成
し
よ
う
と
の
気
運
が
高
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
方
々
の
御
賛
同
を
得
て
、

「
北
海
道
基
督
教
学
会
設
立
総
会
」
が
同
年
六
月
十
六
日
、
北
大
で
開
催
さ
れ
、
発
会
記
念
講
演
会
に
は
、
石
原
謙
先
生
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
す
る
栄
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
爾
来
、
学
会
は
、
年
中
行
事
と
し
て
「
研
究
発
表
会
偏
と
「
公
開
講
演
会
」
を
継
続
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
更
に
昭
和
四
十
一
年
に
、
学
会
の
機
関
紙
「
基
督
教
学
」
が
発
刊
さ
れ
て
今
日
に
到
っ
て
お
り
ま
す
。
一
地
方
の
「
学
会
」
で
こ
の
よ

う
な
機
関
紙
を
持
っ
て
い
る
の
は
全
国
数
多
く
の
学
会
中
、
北
海
道
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
、
我
々
会
員
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
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こ
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
て
今
日
を
迎
え
た
本
学
会
の
来
し
方
を
振
返
っ
て
み
ま
す
と
、
そ
の
結
成
の
当
初
か
ら
、
以
後
の
発
展
の
全

段
階
を
通
じ
て
、
中
川
先
生
の
存
在
と
御
尽
力
が
い
か
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
誰
の
目
に
も
、
れ
き
然
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
先
生
は
昭
和
四
十
七
年
本
道
を
去
ら
れ
る
ま
で
「
会
長
」
の
重
責
を
荷
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
国
際
基
督
教
大
学
教
授
と
し
て
東
京

へ
去
ら
れ
た
後
も
、
ひ
き
つ
づ
き
「
名
誉
会
長
」
と
し
て
本
学
会
の
発
展
の
た
め
に
陰
に
陽
に
御
支
援
下
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
中
川
先
生
が
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
の
を
好
機
に
、
「
基
督
教
学
」
第
十
三
号
を
記
念
号
と
し
て
先
生
に
献
呈
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
、
本

学
会
員
一
同
に
と
っ
て
い
か
に
大
き
な
悦
び
で
あ
る
か
は
、
本
号
の
執
筆
陣
の
多
彩
さ
が
、
そ
れ
を
証
し
て
余
り
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

　
な
お
、
先
生
は
現
在
日
本
墓
督
教
学
会
の
理
事
長
の
要
職
に
あ
ら
れ
、
日
本
全
体
の
基
督
教
学
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
あ
わ
せ
て
、
先
生
の
今
後
益
々
の
御
健
闘
と
御
壮
健
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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